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Ⅰ．緒　　言
平成 12年に、我が国固有の伝統運動文化であ
る「武道」の特性と、武道教育に期待されている
人格陶冶や人間形成といった「道を求める武道」
並びに科学性を伴った「武道」のあり方等を実践
研究し、国内はもとより国際社会に貢献する人材
育成及び国家意識や国威発揚のための競技力向上
指導者並びに競技者を養成することを教育目的と
し、本学体育学部に武道学科が設置された。本学
科では、これらの教育目的に即した行事の一つと
して、例年９月に本学科に所属する剣道、柔道、
相撲及び空手競技等を専門とする学生の形態及び
体力測定を継続して実施してきた。このような試
みは、武道学科に所属する学生の身体能力を把握
し、競技力の向上に役立つ資料収集に通じるとと
もに、科学的観点によるサポートの重要性を確認
するものである。
競技スポーツは種目によって身体の活動様式や
トレーニングが異なるために、その種目特有の身
体組成を示すことが報告されている 6）。剣道の場
合は、構えが左右上肢、下肢で非対称であり、打
突動作や素振りによって左右非対称の動作が反復
される。これまでに長期にわたる剣道の稽古によ
り、上肢や下肢において周径囲や関節可動域に左
右差が生じることが報告されている4）5）。一方で、
剣道実施者を対象に、縦断的な観点から形態及び
体力的要素を検討したものは比較的少ない。本研
究は、これまで継続してきた本学科剣道専攻学生
の形態及び体力測定結果の一部を抽出し、縦断的
観点から検討することで、剣道の専門的なトレー
ニング（稽古）が身体の形態要素や体力要素に及
ぼす影響を明らかにしようとしたものである。
Ⅱ．方　　法
１）被検者
被検者は2006年４月～2010年３月及び2007年
４月～2011年３月に本学体育学部武道学科にお
いて剣道を専攻していた男子大学生49名とした。
全被検者は、年間を通じて剣道の専門的なトレー
ニングを継続して行なっていた。本研究では、１
年次と４年次に全ての項目における測定を実施し
た。
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２）形態計測及び骨密度の測定
形態計測の測定項目は、身長、体重及び上肢、
体幹、下肢の周径囲、さらに骨密度とした。身長
は身長計を用いて計測し、体重は体組成測定装置
（TANITA社製）を用いて計測した。また、胸部、
腹部、臀部、左右の上腕部（上腕長の60％部位）、
前腕部（前腕長の30％部位）、大腿部（大腿長の
50％部位）及び下腿部（下腿長の 30％部位）の
周径囲をメジャーにて計測した。骨密度は骨密度
計（ALOKA社製）を用いて、同年代の平均値を
100％とした際の相対指数を比較の対象とした。
３）体力測定
体力測定項目は、筋力、筋持久力、パワー発揮
能力、平衡性能力及び柔軟性能力とした。握力及
び背筋力は握力計と背筋力計（竹井機器社製）を
用いてそれぞれ計測した。筋持久力の測定として、
30秒間の腕立て伏せ及び上体起こしの回数を測
定した。パワー発揮能力の測定は、自転車エルゴ
メーター（POWER MAX VⅡ，COMBI
社製）を用いて最大無酸素性パワーを計
測し、体重あたりのパワー値を算出した。
また、 垂直跳び測定を 2回ずつ行わせ、
最大値を比較の対象とした。平衡性能力
の測定は、利き脚での閉眼片脚立ちにお
ける制御時間（最大120秒）を計測した。
柔軟性能力の測定は、長座体前屈とし２
回行わせたうちの優れた値を比較の対象
とした。これらの測定は、１年次の９月
及び４年次の９月にそれぞれ実施した。
１年次及び４年次において計測した値の
有意差検定は、対応のあるt-testを用い
てそれぞれ実施し、５％未満を有意とし
た。
Ⅲ．結果及び考察
表１は形態計測項目を１年次と４年次
及び周径囲を左右で比較したものであ
る。まず、形態計測項目の年次変化についてみて
みると、１年次に対して４年次が著しく変化した
項目は、体重、胸囲、腹囲、臀囲、左右上腕囲、
左右前腕囲、左大腿囲、左下腿囲及び骨密度であ
った。これに対して、身長、右大腿囲及び右下腿
囲は著しい差は認められなかった。また、周径囲
の左右差は上腕、前腕及び大腿囲においては右側
が左側よりも有意に高い値を示した。一方、下腿
囲については右側よりも左側が著しく高い値を示
していた。総合的に、大学3年間を通じて腹育の
要素が著しく変化していた。このことは、剣道の
専門的なトレーニングによる効果として考えられ
る。特に、上肢の筋群は竹刀を振り上げ素早く振
り下ろすことに作用し、下肢筋群については竹刀
を振り下ろす際に左脚で前方に蹴り出す動作が行
われ、これらの動作の反復が主働的に作用する筋
群を肥大1）させ、周径囲の変化をもたらしたもの
と考えられた。また、これまでに剣道実施者の上
肢周径囲は左右差が存在することが報告5）されて
表１　１年次及び4年次における形態計測項目の比較
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おり、本研究においても１年次及び４年次共に著
しい左右差が認められた。先行研究 5）において、
前腕筋群は、素振り動作において竹刀の動きの制
動やしぼり動作によってエキセントリックな負荷
が加わることが影響し、顕著な筋発達が認められ
ることを指摘している。また、素振り動作時の上
肢筋群の筋活動様式について検討した報告によれ
ば、熟練者程、上肢筋群の活動に左右差が認めら
れることを指摘している。本研究の対象者のほと
んどは平均 14年程度の経験年数があり、段位も
四段から三段を有しており、先行研究において指
摘されているようなことが要因となり左右差を生
じさせたものと考えられた。右脚踵部において計
測した同年代の平均値を100％とした際の骨密度
の相対指数は、１年次よりも４年次の値が有意に
高い値を示していた。このことは、踏込脚である
右脚には打撃動作時の踏込みの衝撃力や床との圧
迫力が加わることによって生じたものと考えられ
る。
次に、表２には体力測定項目について縦断的観
点から比較したものを示した。１年次に対して４
年次の値が著しく高い値を示した項目は、閉眼片
脚立ちであった。閉眼片脚足立ちは
視覚的情報が制限される中で、平衡
性を維持することが求められ、筋機
能の調整が重要である。平衡性能力
は、日常の運動によっても改善され
るものと予想されるが、動的な運動
を反復することによってより平衡性
能力の向上が認められたものと推察
された。一般的に、筋力、筋持久力
及びパワー発揮能力といった身体能
力は、発育期に著しく増大し、その
後加齢に伴い低下することが知られ
ている 2）3）。本研究の被検者は18歳
以上の対象者であり、年齢に伴う発
育や発達の著しい期間は既に経過し
ているために、筋力、筋持久力、パ
ワー発揮能力、平衡性能力及び柔軟
性能力の著しい増加はトレーニングの効果として
考えられる。しかしながら、１年次に対して４年
次の値が著しく高値を示した項目は、平衡性能力
の指標とした閉眼片脚立ちのみであり、その他の
筋力、筋持久力、パワー発揮能力及び柔軟性能力
についてはトレーニングに伴う著しい向上は認め
られなかった。特に、右握力、上体起こし及び長
座体前屈については、１年次に対して４年次は有
意に低値を示していた。このことから、剣道の専
門的なトレーニングは筋力、筋持久力、パワー発
揮能力及び柔軟性能力を著しく向上させるまでの
効果は認められず、むしろ、それらの能力を維持
する効果は認められるものと推察された。また、
剣道の素振り動作時における前腕伸筋群及び屈筋
群の筋活動を観察した報告4）によれば、未熟練者
は持続的な筋活動が観察されているのに対して、
熟練者は動作時に短時間の集中した活動が認めら
れたことを指摘している。このことは、未熟練者
は常に竹刀を握るといった運動が持続的に行われ
ているが、動作の習熟度の高い熟練者程、竹刀を
強く握るという動作は行われないことを意味する
ものである。従って、熟練者に近い本研究の被検
表２　１年次及び４年次における体力測定項目の比較
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者において、反復し行われる剣道の専門的なトレ
ーニングによって握力が著しく向上する可能性は
低いものと考えられた。以上のことから、剣道実
施者の形態及び体力の縦断変化を検討したとこ
ろ、剣道の専門的なトレーニングは形態の著しい
変化を生じさせることが明らかになった。
最後に、平成 23年度より中学校において武道
必修化が義務づけられており、青少年の武道教育
への関心が高まる中、武道トレーニングの効果を
明らかにし、競技の特性を理解することは教育的
観点において意義あるものと考えられる。また、
今後はこのような試みを継続し、剣道実施者の競
技力向上に役立つ資料の収集にも努めていきた
い。
Ⅳ．要　　約
本研究では、大学生男子剣道選手を対象として、
３年間の剣道の専門的なトレーニング（稽古）が
身体の形態要素や体力要素に及ぼす影響について
検討した。
その結果、次のことが明らかになった。
１） 胸囲、腹囲、臀囲、左右上肢の周径囲、蹴り
脚である左脚大腿部及び下腿部の周径囲は１
年次に対して４年次で著しく変化した。従っ
て、剣道の専門的なトレーニングの効果は、
幅育の要素を著しく向上させることが明らか
になった。また、同年代の平均値に対する骨
密度の相対指数は、１年次から４年次にかけ
て著しく増加した。
２） 筋力、筋持久力の指標として計測した右握力
及び上体起こしは、１年次に対して４年次が
有意に低い値を示した。また、柔軟性の指標
とした長座体前屈は４年次で有意に低い値を
示した。一方、平衡性能力の指標である閉眼
片脚立ちの持続時間は１年次から４年次にか
けて著しく向上した。
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